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日本伝統工芸展金沢展

10月28日（木）～11月23日（火・祝）会期中無休

特別陳列

彫刻家　清水良治展

第51回

NHK会長賞　塑造彩色「腰鼓遊楽」 紺谷　力

朝日新聞社賞　木地蒔絵箱「夏園」 内野　薫

牛
骨
と
子
供
　
清
水
良
治
　
1
9
8
6
年
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石川県立美術館だより　第253号

企画展示室（第7～9展示室）
第51回

日本伝統工芸展金沢展
10月29日（金）～11月7日（日）会期中無休
主催／石川県教育委員会・日本放送協会

朝日新聞社・北國新聞社・日本工芸会
後援／文化庁・富山県教育委員会・福井県教育委員会

恒
例
の
日
本
伝
統
工
芸
展
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

わ
が
国
は
各
地
の
風
土
に
根
ざ
し
た
工
芸
品
を
生
み
出
し
、
そ

し
て
そ
の
伝
統
技
術
を
大
切
に
継
承
し
発
展
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

日
本
伝
統
工
芸
展
は
、
優
れ
た
伝
統
技
術
の
保
護
と
後
継
者
の
育

成
な
ら
び
に
伝
統
工
芸
に
対
す
る
普
及
を
目
的
と
し
て
毎
年
開
か

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

今
回
は
陶
芸
・
染
織
・
漆
芸
・
金
工
・
木
竹
工
・
人
形
・
諸
工

芸
（
七
宝
し
っ
ぽ
う

・
硝
子
が
ら
す

・
瑪
瑙
め
の
う

細
工
・
截
金
き
り
か
ね

な
ど
）
の
七
部
門
の
入
選

作
品
七
百
三
十
八
点
の
中
か
ら
、
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
・
受

賞
者
等
の
基
本
作
品
と
、
石
川
・
富
山
・
福
井
の
各
県
、
及
び
そ

の
他
の
県
の
入
選
作
品
三
百
五
十
六
点
を
展
示
し
ま
す
。

今
年
の
石
川
県
内
の
入
選
者
は
、
新
入
選
三
人
を
含
む
七
十
六

人
で
、
そ
の
う
ち
入
賞
者
は
四
人
を
数
え
、
都
道
府
県
別
で
は
東

京
都
に
つ
い
で
多
く
、
石
川
県
の
伝
統
工
芸
の
層
の
厚
さ
や
レ
ベ

ル
の
高
さ
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
し
た
。
ま
ず
人
形
部
門
で
紺

谷
力
氏
が
N
H
K
会
長
賞
、
漆
芸
部
門
で
内
野
薫
氏
が
朝
日
新
聞

社
賞
、
陶
芸
部
門
の
武
腰
潤
氏
と
木
竹
工
部
門
の
川
北
浩
彦
氏
が

日
本
工
芸
会
奨
励
賞
を
と
も
に
受
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
今
年
の
「
特
別
展
示
わ
ざ
を
伝
え
る
」
で
は
、「
紅
型
び
ん
が
た

」

伝
承
者
養
成
研
修
会
の
制
作
品
を
展
示
し
、
同
会
の
研
修
風
景
を

収
録
し
た
ビ
デ
オ
も
あ
わ
せ
て
上
映
い
た
し
ま
す
。

日本工芸会奨励賞　磁の箱「笹生」 武腰　潤

玉椿造盛器　川北良造

日本工芸会奨励賞　欅造盛器　川北浩彦

沈金箱「雪降る」 前　史雄

深厚耀彩十八稜壺　徳田八十吉 砂張文様水指「芽ぶき」 魚住為楽
平文富士光彩平棗　大場松魚

象嵌朧銀花器「渦潮」 中川　衛

釉裏金彩泰山木文大皿　吉田美統

◆
観
覧
料

団
体
（
20
名
以
上
）

一　般
600円

大学生
400円

高校生以下は
無料

一　般
500円

大学生
300円

高校生以下は
無料

個
　
　
　
人

※
当
館
友
の
会
会
員
は
受
付
で
の
会
員
証
提
示
に
よ
り
、
団
体

料
金
で
、
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

講
演
会
（
聴
講
無
料
）

演
　
題

「
人
形
と
私
」

講
　
師
　
林
　
駒
夫
氏

（
重
要
無
形
文
化
財
「
桐
塑
人
形
」
保
持
者
）

日
　
時

10
月
31
日（
日
）午
後
1
時
30
分
〜

会
　
場

当
館
ホ
ー
ル

★
列
品
解
説

会
期
中
10
月
29
日
午
前
、
31
日
午
後
、
11
月
4
日
午
後
を
除

く
毎
日
、
午
前
11
時
と
午
後
1
時
30
分
の
2
回
、
人
間
国
宝
の

先
生
を
含
む
出
品
者
な
ど
に
よ
る
列
品
解
説
を
行
い
ま
す
。

★
テ
レ
ビ
放
映

北
陸
三
県
の
N
H
K
総
合
テ
レ
ビ
で
、
10
月
31
日（
日
）午
前

8
時
か
ら
本
展
の
番
組
放
映
が
あ
り
ま
す
。
再
放
送
は
11
月
3

日（
水
）午
後
12
時
10
分（
教
育
テ
レ
ビ
）か
ら
と
、
6
日（
土
）午

前
11
時（
総
合
テ
レ
ビ
）か
ら
で
す
。
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石川県立美術館だより　第253号

常設展示室（第3展示室）
特別陳列

彫刻家　清水良治展
10月28日（木）～11月23日（火・祝）会期中無休 戦

争
　
2
0
0
3
年

イ
カ
ロ
ス
　
1
9
8
4
年

飛
　
1
9
9
2
年

独
　
2
0
0
3
年

闘
牛
士（
ト
レ
ア
ド
ー
ル
）

2
0
0
3
年

哭
　
1
9
9
1
年

ド
ン
・
キ
・
ホ
ー
テ
頭
部
　
1
9
8
7
年

昭
和
十
年
、
愛
知
県
に
生
ま
れ
た
清
水
氏
は
、
三
十
五
年
に
金

沢
美
術
工
芸
大
学
彫
刻
専
攻
を
卒
業
し
、
彫
刻
家
と
し
て
本
格
的

な
活
動
を
開
始
し
ま
す
。
三
十
六
年
に
は
す
で
に
新
制
作
展
で
新

作
家
賞
を
受
賞
し
、
翌
年
も
受
賞
、
四
十
七
年
に
は
会
員
に
推
挙

さ
れ
、
早
熟
の
才
能
を
開
花
さ
せ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
師
、
柳
原

義
達
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
、
そ
の
造
形
表
現
は
さ
ら
に
深
め
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
師
が
デ
ッ
サ
ン
の
虫
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
清
水

氏
も
人
体
を
納
得
の
ゆ
く
ま
で
何
度
も
デ
ッ
サ
ン
し
て
、
自
己
の

感
動
を
彫
刻
に
定
着
さ
せ
、
新
た
な
作
品
の
創
造
の
糧
と
し
て
い

っ
た
の
で
す
。

清
水
氏
の
題
材
は
、
終
始
一
貫
し
て
人
体
で
あ
り
、
ス
ペ
イ
ン

の
文
学
を
モ
テ
ィ
ー
フ
に
し
た
人
体
彫
刻
が
五
十
年
頃
か
ら
現
れ

は
じ
め
、
氏
の
作
風
に
彩
り
を
添
え
作
風
が
多
様
化
し
て
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
造
形
の
本
質
と
真
正
面
に
対
峙
し
、
真
実

の
造
形
論
を
打
ち
た
て
て
い
ま
す
。
俗
な
る
も
の
に
流
さ
れ
な
い

氏
の
こ
の
よ
う
な
姿
勢
は
日
本
で
は
数
少
な
い
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。一

方
、
清
水
氏
は
、
こ
う
し
た
作
家
活
動
と
と
も
に
、
永
年
、

母
校
・
金
沢
美
術
工
芸
大
学
で
教
鞭
を
と
り
後
進
の
育
成
に
努

め
、
平
成
十
三
年
教
授
を
退
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
展
で
は
、
清
水
氏
の
新
制
作
展
出
品
の
代
表
作
を
中
心
に
、

作
者
の
心
に
残
る
デ
ッ
サ
ン
も
あ
わ
せ
て
展
示
し
、
そ
の
造
形
の

世
界
を
ご
覧
い
た
だ
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
観
覧
料

団
体
（
20
名
以
上
）

一　般
350円

大学生
280円

高校生以下は
無料

一　般
280円

大学生
220円

高校生以下は
無料

個
　
　
　
人

講
演
会
（
聴
講
無
料
）

演
　
題
「
私
の
歩
ん
で
き
た
道
」

講
　
師
　
清
水
良
治
氏

日
　
時
　
11
月
14
日（
日
）午
後
1
時
30
分
〜

会
　
場
　
当
館
ホ
ー
ル
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石川県立美術館だより　第253号

常設展示室（前田育徳会展示室）
特　集

尊經閣文庫名品選
10月28日（木）～11月23日（火・祝）

加
賀
前
田
家
の
収
集
品
の
中
で
、
ひ
と
き
わ
光
彩
を
放
つ
も
の

は
、
典
籍
・
文
書
類
で
す
。
そ
の
収
集
は
、
三
代
利
常
に
始
ま
り
、

『
十
五
番
歌
合
』（
国
宝
）
・
藤
原
定
家
筆
『
土
佐
日
記
』（
国

宝
）
・
『
兼
好
家
集
稿
本
』（
重
文
）
な
ど
、
美
術
品
と
し
て
も

価
値
を
持
つ
よ
う
な
逸
品
の
書
物
が
集
め
ら
れ
ま
し
た
。
五
代
綱

紀
は
利
常
の
収
書
を
「
小
松
蔵
書
」、
四
代
光
高
の
収
書
を
「
金

沢
蔵
書
」
と
そ
れ
ぞ
れ
を
称
し
ま
し
た
。

綱
紀
自
ら
も
無
類
の
好
書
家
で
、
熱
心
に
図
書
・
文
書
を
収
集

し
ま
し
た
。
和
・
漢
・
韓
の
写
本
や
刊
本
の
稀
書
・
善
本
が
、
広

い
分
野
に
渡
っ
て
多
数
収
集
さ
れ
、
綱
紀
は
自
ら
の
収
書
を
「
尊

經
閣
蔵
書
」
と
称
し
ま
し
た
。
明
治
以
後
、
前
田
家
の
蔵
書
や
そ

の
保
存
所
を
「
尊
經
閣
文
庫
」
と
称
し
た
の
は
、
綱
紀
の
収
集
し

た
蔵
書
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
た
め
で
、
そ
の
拡
張
流
用
と
い
え

ま
し
ょ
う
。

綱
紀
は
、
諸
種
の
編
集
事
業
を
企
画
し
、
目
的
を
定
め
て
計
画

的
に
書
物
を
収
集
し
ま
し
た
。
当
時
一
流
の
学
者
を
顧
問
に
迎
え
、

自
ら
も
よ
く
調
べ
、
蔵
書
の
価
値
・
内
容
を
正
し
く
把
握
し
ま
し

た
。
ま
た
、
滅
び
さ
ろ
う
と
し
て
い
る
書
物
の
保
護
に
も
努
め
、

転
写
さ
せ
た
書
物
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
原
本
の
購
入
と
と
も

に
、
書
写
も
熱
心
に
行
わ
せ
、
入
手
の
困
難
な
も
の
や
、
書
写
で

足
る
も
の
は
、
転
写
さ
せ
ま
し
た
。
ふ
つ
う
に
書
写
さ
せ
た
も
の

も
あ
り
ま
す
が
、
重
要
な
も
の
は
原
本
の
形
の
ま
ま
に
模
写
さ
せ

て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
亡
逸
を
免
れ
、
今
日
に
伝
わ
っ
た
書
物

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
書
物
類
は
今
も
「
尊
經
閣
文

庫
」
の
中
心
を
成
し
て
お
り
、
研
究
者
に
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
展
示
で
は
、
古
典
文
学
の
な
か
か
ら
よ
く
知
ら
れ
た
物

語
や
随
筆
を
選
び
、
鎌
倉
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
の
書
写

と
と
も
に
絵
巻
を
加
え
、
重
要
文
化
財
三
点
を
含
む
十
六
点
を
展

示
し
ま
す
。

美
し
く
つ
づ
ら
れ
た
日
本
の
文
字
と
そ
こ
に
記
さ
れ
た
世
界

に
、
日
本
の
深
い
精
神
性
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

石
川
県
に
は
歴
史
的
、
芸
術
的
に
も
優
れ
た
貴
重
な
文
化
財
が

数
多
く
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
日
本
海
側
に
大
き
く
突
き
出

た
能
登
は
、
海
上
交
通
に
よ
り
大
陸
と
の
接
触
が
早
く
か
ら
行
わ

れ
開
け
た
地
域
で
、
歴
史
的
な
風
土
や
文
化
を
色
濃
く
物
語
る
文

化
財
が
中
心
だ
と
い
え
ま
す
。
一
方
の
加
賀
は
、
古
代
か
ら
中
世

に
か
け
て
白
山
信
仰
や
中
央
の
社
寺
の
荘
園
と
し
て
開
か
れ
ま
し

た
が
、
近
世
に
入
り
前
田
家
が
加
賀
藩
主
と
な
っ
て
文
化
の
展
開

を
見
せ
ま
し
た
。
前
田
家
が
中
心
と
な
っ
て
収
集
・
育
成
さ
れ
た

文
化
財
が
数
多
く
伝
え
ら
れ
、
そ
し
て
今
な
お
各
種
の
伝
統
工
芸

に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

当
館
で
は
開
館
以
来
、
こ
の
よ
う
な
文
化
財
、
と
り
わ
け
美
術

工
芸
品
を
中
心
に
収
集
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
ま
た
県
内
の
社
寺

や
個
人
の
方
々
か
ら
貴
重
な
指
定
文
化
財
の
寄
託
を
受
け
、
そ
の

保
存
と
管
理
を
し
て
い
る
も
の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て

県
民
の
皆
様
に
、
先
人
の
残
し
た
貴
重
な
文
化
遺
産
を
少
し
で
も

深
く
理
解
し
認
識
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
そ
う
し
た
文
化
財
を
機

会
あ
る
ご
と
に
公
開
し
て
い
ま
す
。
今
回
も
所
蔵
品
・
寄
託
品
の

中
か
ら
、
国
宝
と
重
要
文
化
財
に
、
県
や
市
の
指
定
文
化
財
を
加

え
た
絵
画
、
書
跡
、
工
芸
、
刀
剣
の
二
十
七
点
を
展
示
し
ま
す
。

で
は
出
品
作
品
の
中
か
ら
二
点
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

今
回
唯
一
の
国
宝
「
剣
銘
吉
光
」（
白
山
比µ

神
社
蔵
）
は
、

短
刀
や
剣
に
優
れ
た
手
腕
を
発
揮
し
た
吉
光
の
代
表
作
で
す
。
こ

れ
は
、
三
代
将
軍
徳
川
家
光
の
養
女
阿
智
子
（
清
泰
院
）
が
四
代

藩
主
前
田
光
高
に
嫁
入
り
し
た
際
の
持
参
品
で
し
た
が
、
清
泰
院

が
亡
く
な
っ
た
後
の
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
に
、
子
で
あ
る
五

代
藩
主
綱
紀
が
、
母
の
冥
福
を
祈
っ
て
奉
納
し
た
も
の
で
す
。

重
要
文
化
財
「
太
政
官
符
」（
個
人
蔵
）
は
宝
亀
三
年
（
七
七

二
）
五
月
二
十
日
付
け
の
も
の
で
す
が
、
そ
の
頃
太
政
官
の
事
務

局
に
当
た
る
弁
官
局
に
い
た
、
大
伴
家
持
の
自
筆
署
名
が
あ
り
ま

す
。『
万
葉
集
』
編
者
と
し
て
知
ら
れ
る
家
持
の
筆
跡
で
現
存
す

る
も
の
は
極
め
て
少
な
く
、
大
変
貴
重
な
も
の
で
す
。

常設展示室（第2展示室）
特　集

石川県の名宝
10月28日（木）～11月23日（火・祝）◎太政官符　宝亀3年（772） 個人蔵 '剣銘吉光　鎌倉時代中期　白山比D神社蔵



前
田
育
徳
会
展
示
室

特
集
　
尊
經
閣
文
庫
名
品
選

伊
勢
物
語

伝
明
融
筆

◎
枕
草
子

◎
一
遍
上
人
絵
巻

◎
豊
明
絵
草
紙

第
１
展
示
室

'

色
絵
雉
香
炉

野
々
村
仁
清

◎
色
絵
雌
雉
香
炉

野
々
村
仁
清

第
２
展
示
室

□
色
絵
百
花
散
双
鳥
図
平
鉢
　
古
九
谷

□
青
手
樹
木
図
平
鉢
　
古
九
谷

特
集
　
石
川
県
の
名
宝

◎
剣
　
銘
吉
光
　
白
山
比µ

神
社
蔵

吉
光

◎
西
湖
図

秋
月
等
観

□
蒔
絵
螺
鈿
野
々
宮
図
硯
箱

尾
形
光
琳

第
3
展
示
室
（
彫
塑
）

特
別
陳
列
　
彫
刻
家
　
清
水
良
治
展

※
3
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
4
展
示
室
（
油
彩
画
・
彫
塑
）

油
彩
画

酔
っ
て
候

鴨
居
　
玲

ペ
ギ
ー
の
道

藤
本
東
一
良

裸
女
達
に
捧
ぐ

宮
本
三
郎

彫
塑

古
代
へ
の
想
い

石
田
康
夫

山
羊
を
飼
う
老
人

吉
田
三
郎

第
5
展
示
室
（
工
芸
）

色
絵
更
紗
文
蓋
付
飾
壺

富
本
憲
吉

蓬Ô

之
棚

松
田
権
六

友
禅
訪
問
着
「
魚
の
む
れ
」

木
村
雨
山

太
刀

隅
谷
正
峯

第
6
展
示
室
（
日
本
画
）

咆
哮

木
島
桜
谷

月
夜
双
狼
図

友
田
九
溪

雪
雲
来
る

曲
子
明
良
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常設展示室

主な展示作品
10月28日（木）～11月23日（火・祝）
'＝国宝　◎＝重要文化財　□＝石川県指定文化財

◆
観
覧
料

団
体
（
20
名
以
上
）

一　般
350円

大学生
280円

高校生以下は
無料

一　般
280円

大学生
220円

高校生以下は
無料

個
　
　
　
人

月
夜
双
狼
図
　
友
田
九
溪

酔
っ
て
候
　
鴨
居
　
玲

夏の特集「夏休み親子で楽しむ美術館　すてきな色を
見つけよう」で、栄えある人気投票ベストワンに選ば
れたのが『ペギーの道』でした。
会期中、「教会が見えますが、これはペギーという聖

人が歩かれた道を描いたのですか？」との質問が寄せ
られました。不勉強にも「ペギーは地名だと思います
が」と答えたのですが、間違いです。お詫び申し上げ
ます。
ペギーとは20世紀初頭に活躍したフランスのカトリ

ック詩人、シャルル・ペギーCharles Pe′guy（1873-1914）
のことでした。ロマン・ロランと親交が深く『ジャ
ン・クリストフ』の出版者としても知られます。ペギ
ーは宿願あってシャルトルの大聖堂に参詣しましたが、
その後巡礼者が彼の参詣路をたどるようになり、“ペギ
ーの道”の名が付いたのでした。
輝かしい黄色で描かれた画面一杯の麦畑の中を、ヒ

ナゲシの赤い花がシャルトルへ向かって咲き誇り、情
熱の詩人ペギーを象徴するかのようです。

鑑賞ファイル No.3 「ペギーの道」とは?!

ペギーの道　藤本東一良
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夏休み　親子で楽しむ美術館　
～すてきな色を見つけよう～

夏休みの企画
として、昨年度
より常設展示室
で始まりました
「夏休み　親子
で楽しむ美術
館」。今回のテ
ーマですが、色
に着眼し、「～

すてきな色を見つけよう～」というサブタイトルを
あげ、印象的な色の作品を約30点選び展示しました。
色といってもいろいろありますから、今回は作品

を〈赤・黄・青・黒・金〉の5色に色分けして配置
し、その色そのものが印象的な作品、絵のポイント
として印象的な作品など選び、昨年同様、お子さん
の視点・観点に合わせて作成した観賞用の手引きを
見ながら、親子で考え、会話を楽しみながら鑑賞で
きるようにと準備をしました。
子供を連れて美術鑑賞に来るのは、子供が騒ぐの
ではないか、作品の楽しみ方が解らないのではない
かと心配される方も多いようです。この展示では、
鑑賞手引きでも自分で考えるワークシート型のもの
であったり、休憩用の椅子のところには児童向けの
美術本を準備してあったりと、お子さん自身でも、
親子一緒にでも展示を楽しめるような工夫を心がけ
ました。また、今回は参加スペースとして、先週号
で報告しましたが、「お気に入りの色や作品をおし
えてください」という投票箱を準備したところ、た
だ単に作品名を記入するのみではなく、作品のこん
なところが凄かったと、感想まで記入してもらえた
ものもたくさんありました。ありがとうございます。
常設展示は毎回展示替えで作品は入れ替わってお

ります。夏休みの特集展示に限らず、是非親子で来
館して美術鑑賞を楽しんでください。

（西ゆう子　学芸主任）

展覧会回顧

反復の魅力　小紋

日本の伝統衣装である着物は、素材である染織品その
ものの美しさを生かして、身につけることが出来ます。
日本の染織品の技術が発達したのは、着物がその一端を
担っていたからとも言えるでしょう。今回と次回の2回
に渡って、数ある日本の染織技術の数例と、それらの作
品をご紹介します。
華やかな着物の代表的な技法としては、友禅が大変よ

く知られています。これは布地の上に糊で輪郭等を描き、
それが乾くと、防波堤のようになって、隣り合わせた色
が混ざらないため、絵画のような細やかな表現が可能と
なります。このような糊の特質をまた別の方法で最大限
に生かしたのが、今回ご紹介する小紋です。
写真の着物をご覧下さい。一見すると無地の着物のよ

うですが、この作品には極めて微細な染模様が全面に施
されているのです。この模様を拡大したのがもう一点の
図版で、実際は2～3センチ四方ほどの部分図です。小さ
な八弁の菊花が整然と並び、間に点をあしらった模様が
染め上げられており、何とも粋な着物です。
これは型紙を用いた江戸小紋の作品です。型紙の中に、

横が生地の幅、縦が4～6寸（約12～18センチ）の大き
さでこの模様を彫り、板の上に貼った生地に型紙を置い
て、上からヘラで糊を塗る、という作業を繰り返します。
生地の全面にこの模様が糊で置かれ、乾いたところで、
染めたい色を混ぜた糊をその上から塗りつけます。これ
を蒸して水洗いし、糊を落とすと、最初に型紙で糊を置
いた部分が白く残り、色糊を塗った部分がその色で染め
上がった模様が現れるというわけです。江戸時代の「粋」
の精神を象徴する技法と言えるでしょう。
小紋染めは、江戸時代に武家の式服であった裃

かみしも

の染色
法として発達した技法です。「江戸小紋菊通し着物」と
いうこの作品は、人間国宝の小宮康孝さんが染めた着尺
を仕立てたもので、細かな菊が紫色の地の全面に白く染
め抜かれた、品格のある作品です。いち早く化学染料を
取り入れた技法を完成させ、江戸小紋の継承に力を尽く
した、人間国宝の父康助さんの遺志を受け継いで、技術
者の指導や育成に寄与しています。

（寺川和子　学芸主任）
※「着物の美－新春を寿ぐ－」の会期は

2005年1月4日（火）～1月30日（日）です。

企画展TOPIC企画展TOPIC企画展TOPIC

「着物の美－新春を寿ぐ－」前編 

仔猫 藤田嗣治

裸婦像 宮本三郎

立裸婦像 宮本三郎

南方従軍素描集 宮本三郎

「マライの少女」「マライの少年」

「マライの婦人」「印度の男」他
計10点

◇展覧会　藤田嗣治と宮本三郎

◇会　期　10月8日（金）～11月21日（日）

◇会　場　小松市立宮本三郎美術館

貸出中の所蔵品

江戸小紋菊通し着物　小宮康孝

部分
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月　日

11/13（土）

11/14（日）

11/20（土）

11/21（日）

11/27（土）

11/28（日）

行　事
キッズ☆プログラム

講 演 会

ギャラリー・トーク

ビデオ鑑賞会

美 術 講 座

月 例 映 画 会

会　場
講義室

ホール

常設展示室

ホール
講義室
ホール

11月の行事案内 《入場無料（ギャラリートークを除く）・いずれも午後1時30分から行います》

※11月の全館休館日は24日（水）・25日（木）です。

内　　　　　　　　容
鑑賞講座「彫刻家　清水良治」 （谷口　出　普及課長）
※小学生対象の講座です。常設展示を鑑賞しながらの講座になります。

「私の歩んできた道」 講師　清水良治氏

彫刻家　清水良治 （宮　衛　学芸第二課長）
※展示室内で行われるため、常設展示の入場券が必要です。
国宝10 十一面観音　向源寺・聖林寺・観音寺・法華寺・室生寺・道明寺（31分）
近代の数寄者　原三渓・松永耳庵 （高嶋清栄　学芸専門員）
民芸陶器（縄文象嵌） 島岡達三のわざ（37分）

ギャラリートーク
8月28日（土）「国宝　色絵雉香炉」

石川県立美術館を代表
する「雉香炉」ですが、
作品を目の前にして講座
を持つ機会は、これまで
ほとんどなかったように
思います。雄と雌の香炉
の微妙な違いや絵付の具
合など、講義室とは違っ

てその一つ一つを確かめながらの内容でした。毎週の講座
を受講している方のほか、常設展へ年に何度も足を運んで
おられる方、現地見学へ毎回いらっしゃる方など多彩な顔
ぶれでの1時間でした。香炉の内部は写真を使ってその構造
を示しましたが、スライドだけでは理解できない部分を作
品と見比べることでよくわかっていただけたように思いま
す。参加者の間では、雄と雌に重さの違いがあることなど
に関心が集まっていたようでした。

9月25日（土）「加賀藩の美術工芸」
前田育徳会展示室で開

催されている、同名の展
示についてのギャラリー
トークでしたが、第2展示
室にも関連の作品が展示
されていることもあり、2
室に渡って1時間ほどの解
説を行いました。

前田家の文化政策の概要、そして歴代藩主の中から、初
代利家、三代利常、五代綱紀といった、加賀藩の文化の基
礎を作った藩主たちの業績を紹介し、展観の中の何点かの
重要文化財をはじめとする作品のそれぞれが、そうした政
策や業績と密接に関わっていることを説明しましたところ、
さらにそれが現代の金沢の、文化的土壌の礎となっている
ことを、ご理解いただけたようです。
いつもお越しいただいている方々に加えて、展示室を観

覧していた、観光客の方も何人か見受けられました。

キッズ☆鑑賞講座
9月11日（土）「近代日本画にみる花の表現」
キッズ☆鑑賞講座の第3回目は、「日本画にみる花の表現」
でした。まず、一般的によく知られていない日本画の画材
について、知ってもらうところから始めました。子供たち
は岩絵の具やにかわなど珍しそうにのぞきこんできます。

ミュージアム　レポート そこで、胡
ご

粉
ふん

（貝殻などか
らつくられ、下塗りに使っ
たり、白色の絵の具として
も使います）を黒色紙にぬ
る体験をしてもらいました。
胡粉をぬったところが乾い
ていくにしたがってどんど
ん白くなっていくことに、
皆驚いていました。日本画
の材料について理解を深め
た後、展示室での作品鑑賞
を行いました。3回目ともな
ると、子供たちも慣れたもので、ワークシートと鉛筆を持
ち、クイズに答えながら、作者名や作品名、作品を見て気
づいたことなど、積極的にメモをとっていました。
次回の鑑賞講座は、11月13日（土）「彫刻家　清水良治」

です。この機会を利用して、美しい作品にふれることで感
性を磨いて欲しいと思います。

第89回二科展金沢展
11月17日（水）～23日（火・祝）（第7～9展示室）

二科展を平成13年以来3年ぶりに金沢で開催いたしま

す。絵画では理事長の鶴岡義雄（日本芸術院会員）、吉

井淳二（文化勲章受章者）、織田廣喜（日本芸術院会員）

らの各氏の重鎮に加え、写真でも人気作家の大竹省二

氏が出品します。

◇入場料　一般900円　中高生700円　

小学生500円　（団体料金は各200円引）

※当館友の会会員は、会員証提示により団

体料金になります。

◇連絡先　金沢市香林坊2-5-1

北國新聞社事業局　1076-260-3581

企画展示室

─お 知 ら せ─
当館の入場券をお持ちの方は、金沢21世

紀美術館の入場料金が割引されます。
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手て

鑑
か
が
み
と
は
、
筆
跡
鑑
賞
の
た
め
に
、
巻
子
本
や
冊
子
本
か
ら
そ
の

一
部
を
切
り
取
っ
て
蒐
集
し
、
厚
手
の
台
紙
の
帖
に
貼
り
込
ん
だ
も

の
を
い
い
ま
す
。
そ
こ
に
含
ま
れ
る
内
容
は
経
巻
や
歌
書
・
消
息
な

ど
様
々
で
す
が
、
一
定
の
方
針
の
も
と
に
編
集
さ
れ
て
い
ま
す
。
本

来
「
手
」
と
は
筆
跡
の
こ
と
で
あ
り
、「
鑑
」
は
鏡
と
同
じ
で
、
テ

キ
ス
ト
を
意
味
し
ま
す
。

こ
の
手
鑑
は
、
当
館
所
蔵
の
「
国
宝
　
色
絵
雉
香
炉
」
を
は
じ
め

と
す
る
茶
道
美
術
の
蒐
集
で
知
ら
れ
た
、
も
と
山
川
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

に
属
し
た
品
で
、
全
体
で
三
十
折
よ
り
な
る
大
形
の
も
の
で
す
。
短

冊
類
も
含
め
る
と
総
数
二
七
四
葉
の
切
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

表
紙
は
海
老
茶
地
に
縹
は
な
だ
・
緑
・
黄
・
白
・
鶸ひ
わ

色
の
糸
で
、
牡
丹
や

菊
、
唐
草
文
様
の
緞
子
と
し
て
お
り
、
四
隅
と
天
地
、
左
右
に
は
、

螺ら

鈿で
ん

・
唐
草
彫
り
の
留
金
具
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
見
返
し
は
、

金
・
銀
の
砂
子
に
野
毛
を
撒
き
、
箔
押
し
で
雲
霞
を
描
い
た
斐
紙
に
、

胡ご

粉ふ
ん

・
緑
・
青
・
朱
な
ど
に
よ
っ
て
表
見
返
し
に
は
菊
花
と
薄
が
、

裏
見
返
し
に
は
蘭
の
花
の
絵
が
そ
れ
ぞ
れ
描
か
れ
て
い
ま
す
。

一
流
の
手
鑑
の
要
件
と
さ
れ
る
聖
武
天
皇
の
「
大
聖
武
」
を
冒
頭

に
配
し
て
お
り
、
そ
れ
に
続
く
勅
筆
、
親
王
、
摂
家
、
諸
卿
な
ど
一

三
四
葉
を
表
に
収
め
て
い
ま
す
。
裏
に
は
高
僧
や
門
跡
、
武
家
、
連

歌
師
な
ど
一
四
〇
葉
が
あ
り
、
筆
者
は
二
三
六
名
に
も
お
よ
び
ま
す
。

も
っ
と
も
古
い
も
の
が
奈
良
時
代
の
聖
武
天
皇
で
あ
り
、
三
筆
・

三
跡
は
も
と
よ
り
江
戸
時
代
の
武
家
・
僧
侶
に
い
た
る
ま
で
、
幅
広

い
書
跡
を
収
め
て
い
ま
す
。
活
躍
年
代
の
新
し
い
筆
者
も
含
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
元
禄
（
一
六
八
八
〜
一
七
〇
四
）
以
降
の
成
立
と
推
定

さ
れ
ま
す
が
、「
熊
野
切
」
や
「
平
等
院
切
」、「
伊
予
切
」
な
ど
名

高
い
切
も
多
く
、
手
鑑
の
優
品
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
第
2
展
示
室
で
展
示
中

所蔵品紹介 149

休館日：11月24日（水）・25日（木）

石川県立美術館だより　第253号
2004年11月1日発行

〒920-0963 金沢市出羽町2番1号
TEL 076（231）7580 FAX 076（224）9550
URL http://www.ishibi.pref.ishikawa.jp/

次回の展覧会

特集　天神画像と文房具（前田育徳会展示室）
特集　大乗寺の文化財 （第2展示室）

特集　版画の魅力 （第4展示室）
─シャガール、ミロ、東山魁夷─

11月26日（金）～12月23日（木・祝）

石川県指定文化財　手鑑 貼込帖装
奈良～江戸　8～17世紀　　縦39.9 横36.3（cm）
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中学生が企画した展覧会を開催します!!
中学生がテーマを決めて選定した当館の所蔵品を展示すると
いう、学校・美術館連携の展覧会企画が進行中です。現在、七
尾市立朝日中学校の3年生がこの新しい企画に挑戦しています。
学校と美術館が授業を通して一つの展覧会をつくるという試み
はこれが始めて。初回の授業では当館のホームページで所蔵品
を鑑賞しました。生徒達はどんなテーマで自分たちの展覧会を
つくっていこうかと興味津々、や
る気満々の様子。とてもすてきな
展覧会になりそうです。
展覧会開催中の土・日は、生徒

達がジュニアガイドになり、作品
解説を行う予定です。中学生の感
性とアイデアがいっぱい詰まった
展覧会を是非ご覧ください。

会　期 11月12日（金）13日（土）14日（日）
12日は鑑賞授業を行います
13・14日はジュニアガイドを予定しています
（時間は未定です）

会　場 石川県立美術館　第9展示室
観覧料 常設展示料金で入場できます


